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＄鑢 霽侵襲的 マ イ ク rr ス フ ェ ア《黼 》法の 臨床麟評癌につ い て

一 6 分鬻持続勣脈擦血法お よび 醸 騒 法の 対沈 に つ い て
一

箕面南立病院 中央放射線部

○水戸　武叟、蕃檳　透
1）
、膏幽　毅、癌地　孝i訟

爾本 　豊英 h 松浦　 隆、 富鹹　茂 、 濃原　勝慶

N）大綴大学大学院分子鋤御内科学締 二 内斜）

置目的 翼第 盟 國 秋 季 学衛 大 会 にお い て、小 視爵ガ 惚 薄 ラで行 う 闘瓢 S 法 の 糖農 肉上 に躑す る検討 を行 っ た 。

こ の 際、頭部領域の バ ックグラウンド補正の 必要性及びそれと同等の 効果がある肺騨の 簸高渺ント
・L〈maat ）・の 時梱を

ずらす有効性 の 報告を行 っ た。今鳳 乳舳 齪 ）
・
の 最適な畦相 と して 郷動脈  ピ づ 点の 設定を行い

，その 妥当性

につ い て 検討 した 。

薑使罵機器署ガ ン噛 メラGCA ・鍵 L愆S聾 ・データ処 理 装置 G鵬 一5黝 U ・
コリメ・一タ　L．E．G・．P．　（東芝社製）

匡対象］年齢 ：平均 57．5± 24．4 ・症例 ： 蝋 男 9 ・女 且）

匿方灘 瓢 瀰 S 滋に お ける腿愈流量の 算出武を 菖つ の 輯 ントに つ い て 検齪 した。

  心 拍出量（CO 》に つ い て，前圓 報告例と比較 した。

  脳 P1  比 率の 部分につ い て，前園 9例 と今園の 対象を加 えた 慈 鯛で 此較 した。

  肺の 洗い 出 しカウントの 部分Mwng　Factor）に つ い て，今團飾野鬻心 領域を蝿形 獵綴 に変更 し PA ヒ
  ク点の 時相

に
・L《max ）

・
を設 定 した。得 られ た脳 血流値を 5分間持続動脈採血1《漉 鵬 ）法及 び 蠏 法 と姥 較 した 。
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